
小説文の「選る時間」

．一・lt m

1．はじめに

筆賞は、光に『プラ／ス小説「如）一1」を斬る　　小説文の成り立ちを探

る－』を上梓した（200小†‾、人l坂経済法科人ノブ出版部）。そして、そのなか

で、第1首では‖WH構成を主にストリームの批点から、第8章では同じく時間

構成を今檻は†としてスペースの軌∴1、から分机した。

ところか、第1責のテクストと第針章のテクストとのあいたには、前掲書で

はあまり触れえなかった人きなlU卜一帖摘、認められる。それは「選るU一州日の取

り扱われ小こ関する同　性である。つまり、　定の文草スペースのなかで、連

続的に継起するストーリーh明日来車か時系列に／イト）て叙述される、といった

タイプの言説のことである。淡々とした筆の運びのなかにあって、この種の言

説は多かれ少なかれ際立←）たハリエーノヨンを生み出うはずのものである。

小論では、小説文におけるこの「通る時間」に′）いて考察しよう。

2．第1章のテクスト

ます第1苗のテクストを抱ける‖

恋1それは　二イrこのかた、それが近っいてくるという別々掠る不

安で彼女をみたしていたそ〕のであ一Jた。いまや彼女はH山に愛するこ

とができるのたった。出会いさえづれほいいのた。）そのかたにI

とんな人かしら‘7　彼女にもは一）きりわからなかった。また考えて

みたことさえなかった。そのかたはそのかたなのた。それたけのこと　5

たった。

たた、l1分がその人を心から愛し、その人も力のかきりU分をかわ
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小説文の「選る時間」（吉田）

いがってくれるであろうということだけは知っていた。一人は今宵の

ような夜、星空から降る光の灰を浴びながら散歩するであろう。手に

手を取って、たがいにぴったり寄りそい、心臓の鼓動を聞きながら、10

屑の温かみを感じながら、二人の愛を夏の夜の心地よく澄んだ空気の

なかに溶かしこみながら、愛情の力たけでやすやすと胸の奥の奥にま

で忍びこめるほと結びつけられて、一人は散歩をっっけるであろう。

そしてこれは、清純な不滅の愛情のなかで、無限につつくのである。

すると、実黙、その人が、自分のすく目の前にいるような気がした。15

と、いきなり、漠とした肉感の戦慄が、足の先から頭のてっぺんにま

で走った。彼女は自分の夢を抱きしめようとするかのように、無意識

のしくさで両腕を胸にぴったり押しあてた。そして、見知らぬ人の方

に差山された蜃の上を、あたかも春の吐息が彼女に愛の接吻を与えで

もLたかのように、何ものかが通りすきて、彼女はほとんと失神しか　20

けた。

突然、はるかかなたの、屋敷のうしろの道の上に、夜のなかを歩く

人の足古が借」えた。すると彼女は、気ちがいじみた魂の衝動にかられ、

不可能なことや、天佑的な偶然や、神の助けによる予感や、運命の小

説的な配合なとを信ずるあの無我夢中の気持になって、こんなことを　25

考えた。「もしもあのかただったら？」と。彼女は不安に胸をときめ

かせながら、道行く人の調子止い、足音に耳を傾けた。きっと門の柵

の前に＼ナちとまって、一夜の宿を求めるにちかいないと思いながら。

その足苗が通りすきてしまうと、彼女はだまされたあとのように悲

しくなった。たが自分の希望の愚かしい興奮に気がつくと、その気ち　30

がいじみた態度がわれながらおかしくなって、ほはえんだ。

すると、すこしは気持もしずまってきて、今度は、もっと筋道の通っ

たぢ■想の流れに、自分の心を漂わせた。未来を見すかそうとつとめ、

自分の生活の足場を組もうとしたのだった。

その人といっしょにここで、海の見えるこの静かな屋敷で生活しよ　35

う。きっと子供が二人／i三れるだろう。男の了はあの人のもので、女の
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小説文の「選る時間」（吉田）

子は自分のものだ。すると　人のJ’供が篠懸と菩提樹のあいだの芝生

の上を走っている要がまさまざ口の前に見えてきた。父親と付親は、

子供らの頗こしに、情熱のこもった視線をかわしながら、恍惚とした

Rで彼らのあとを遇う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40

彼女はこうしていっまでも、いっまでも、とりとめのない夢にふけ

りながらじっとしていた。そのあいだに、Hは空の旅をおえて、掛こ

沈もうとしていた。′空気はずっと冷たくなっていた。東の方の地平線

がl′1んでいた。イ∫側の農園で、一羽の牡馬がときをつくった。と左側

の農園から別の幾／J」かがこれに答えた。鶏舎の囲いこしに聞えてくる　45

そのしわがれ声は、すっと遠くから聞えてくるかのように思われた。

そして、いっとはなしにl‘1んできた大きな空からは、星が姿を消して

いった。

とこかで小鳥のちちという鳴き声がHをさました。さえずりは、は

じめはおずおずと、木の柴の繁みから聞えてきた。やがてそれは大胆　50

になり、応えをおひた、婿々とした調／になって、枝から枝、木から

木へとひろかっていった。

ジャンヌは突然、自分が光のなかにあるのを感じた。そこで、両丁

に埋めていた願をあけた。と、暁の燦然たる光に臼がくらんで、思わ

ず日を閉じた。

ポプラの大きな並木の陰に一部分隠れている郎丁の雲の峰が、Rを

さました大地に、血のような光を投げていた。

そして、徐々に、輝く雲を突き破り、木々に、、l7野に、人西洋に、

全地平線に火の矢を浴びせながら、燃えあがるような人きな太陽が現

れた。

55

60

ンヤンヌは幸福感でなんだか気でもちかったような気特だった。輝

かしい自然の事物を前にしてのヨ上おい、はかりの歓喜、無限の感動が、

彼女の心を／弱らせ、心は茫然と己れを失←つていた。これはわたしの太

l場だl　わたしの夜明けた！わたしの生活の始まりた！わたしの

希望の門山た1彼女は太陽を抱きしめたい欲執二かられて、輝きに　65
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小説文の「遮る時間」（吉川）

みちた空間に両腕をさしのはした。彼女は話したかった。この朝の誕

生のような神聖な何事かを叫びたかった。だが彼女は力ない狂熱のな

かに、ただ麻痺したように立ちすくんでいた。それから、額を両手に

埋めて、臼に涙がいっぱいたまっているのを感じた。そこで彼女は心

地よく泣きじゃくった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　70

大まかに言って、この断章には「ゆったりと流れる時間」と「通る時間」と

かこつずつ交互に現れている。

前者は自由間接話法の使用とほは軌を一にして表出されている。

まず、1行目から14行Rまでの第1部分は、これを一つの自由間接話法だと

見なすことができるだろう。そして、将来の恋人についてのシャ／ヌの夢想の

なかで、時間がゆったりと過きていく。

ところで、具体的にはとれほとの時間が退きていったのだろうか。

R山間接話法は、語り手が登場人物の物思いを整理した形で地の文のなかに

練り広けるものである。したがって、ストーリーの持続時間を字数や行数から

にわかに推定することは困難を伴う。けれとも、当該の開所は30分程度の持続

時間に相当すると見なすのが妥当ではないか。

つまり、1分はとで語られる言説がこれだけ長い持続時間を喚起しているわ

けである。「ゆったりと流れる時間」とは、このような事態にはかならない。

つまり、ナレーソヨンの持続時間がストーリーのそれよりも遥かに知い場合の

ことである。

その極端iなケースとして、ナレーションの持続時間がほとんと無に等しい場

合が考えられる。ここの断章から例を採るならは、41～42行目の「彼女はこう

していっまでも、いっまでも、とりとめのない夢にふけりながらじっとしてい

た」なとがそうである。この・文は、まさに、ゆったりとした時間の流れを喚

起している。とりわけ、字句的には、「いっまでも、いっまでも」「とりとめの

ない」「じっと」なとの言葉が、その持続時間における起伏のなさを強調して

いる。

あるいはまた、本文中の例ではないが、「翌朝」とか「数日後」なとといっ

た言い回しでは、一定の持続時間が明白な形で省略されている。その時間のな
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小説文の「逆巨る時間」（吉【い

かでは特筆すへき何覇も起こらなかったことが意味されている。まさしく、起

伏のないゆったりとした時間が流れたということが′バ唆されているわけである。

これに対して、15～31行Rの第2部分では、10分とか15分といった程度のス

トーリーが、第1部分とほほ等しい持続時間のナレ一一ン／。ンによって語られて

いる。ここはもはや口山間接話法の箇所ではなく、連続的に継起する、上とし

て感覚的または衝動的な山来車が、時系列に沿って叙述されている場面である。

したがって、相対的にナレーシ／ヨンの「切迫性」が．笥まっている。ンヤンヌ

の身に次々と起こる出来事が、間髪を容れずにここでは語られている。われわ

れ読み手は、ノヤンヌの頂き、興奮、期待といった瞬間ことの感情を、彼女と

分かち合う。

とはいっても、その分かち合いは十令なものではありえないはずだ。1分程

度のナレーションの特続時間と10分ないし15分程度のストーリーの持続時間と

の差異が厳然と存耕しているからである。われわれはやはりスクリーンを見て

いるのであって、スクリ【／のさなかに投入することはできない。

練り返しになるが、「時間が選る」といっても、多くの場合、それはあくま

でも相対的なものなのである。第1部分から第2部分への移行に認められる、

ナレーションの速度の変化は、読み手の′受けItめ小こもよるだろうが、多かれ

少なかれ段階的である。

けれとも、より√細に見てみると、15行口の！すると、突然」、16行目の

「と、いきなり」および22行目の「突然」という字句は、それら白休において

「時間の遮りトを表出すると言える。

「突然」という治には、ストーリーの持続H寺間が皆無に等しいという蔭味が

こもっている。いわば、ナレ一一ン／ヨンの持続時間とストーリーのそれとが、そ

こにおいて瞬間的にぴったりと一致づる。こうした語句とそれらによって導か

れる一文が読みfに一種の衝撃を与えるのは、このような事情に起l人ける。

これに類した現象は、Ih接講浸、の形態のもとに占己されたノヤンヌの内的独白

「もしもあのかただったら？1（26川l）にも認められる。

この独白は、直接話法のつねとして、ナレーノヨンとストーリーのそれぞれ

の持続時間が重なり合う場である。ここにおいては、ナレ一一ンノヨンの速度が極

用　－



小説文の「選る時間」（吉出）

度に減速し、ストーリーの進展と一体化する。ストーリーの「切迫度」は最高

潮に通して、文字どおりの意味で時間が選り出る。

もっとも、だからといって、直接話法の連続である戯曲と比較して、小説文

の力が「時間の選り」の点で劣っているとは即断できない。

事実はその逆であって、戯曲には「時間の辺り」という要素がほとんと存在

しない。戯曲における直接話法の連続性そのものに、「時間の選りlを柑殺し

てしまう逆効果が存在するからだ。

つまり、ナレーノヨンの速度の緩急というファクターが、時間を送らせるた

めには必要だということである。言い換えれば、ハリエーションがとのように

効かせられているかという点が重要である。

ところで、鮮明なハリエーソヨン、きわだったコントラストが、以上の第2

部分と32～48行目の第3部分とのあいだには設けられている。先にも引用した

「彼女はこうしていっまでも、いっまでも、とりとめのない夢にふけりながら

じっとしていた」（41～42行目）という一文からも窺えるように、この第3部

分における時間の流れは実にゆったりとしている。

すなわち、1分程度のナレーションが数時間にもおよぷストーリーに対応し

ている。

もっとも、この部分のなかにおいて時間が一様に流れているわけではない。

そこには、文章を魅力的なものにするために不可欠なハリエーションがある。

第一に、35～40行目の「その人といっしょにここで、海の見えるこの静かな

屋敷で生活しよう　・父親と母掛ま、子供らの頭こしに、情熱のこもった視線

をかわしながら、恍惚とした臼で彼らのあとを追う」は例示的な自由間接話法

である。つまり、「とりとめのない夢」（41行目）の－一例である。

すでに述へたように、自由間接話法には登場人物の物思いを整理した形で呈

示するという側面かある。だから、われわれ読者は、一連の整然とした言説を、

あたかも一つのオフノェでも眺めるように見やるといった立場にある。

しかし他力では、この自由間接話法ほと、登場人物の心境のただなかへとわ

れわれをくっと導き入れる言説は珍しい。つまり、この話法ほと、登場人物に

対する読者の感情移入を強烈に引き起こす言説はあまりないのである。
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小説文の「選る時間」（吉田）

この後帯の意味において、Rl＝間接話刃、の箇所では、登場人物とわれわれ読

者とが同じ時間を生きるのたと言えよう。一方では時間がゆったりと流れてい

るようでいなから、他力では時間が辺り山るという二つの側面を、白山間接話

法は備えている。

したがって、自由間接話法のこの筒所と、その【El後の「彼女はこうしていっ

までも、いっまでも、とりとめのない夢にふけりながらじっとしていた」とい

う一般的な地の文とのコ／トラストは、かなりなまでに椚やかである。

第3部分のもう一つのハリエーソヨンは、ノヤンヌの物ノ臥、と並行して外界

の変化が描かれている瓜こある。

登場人物の内面と周囲の空間とを重畳的に表現するという丁法には、ストー

リーの上での時間の流れを停目させる、もしくは、はとんと停止させるという

効果がある。なぜなら、同一の持続時間かそこでは繰り返し表出されるからで

ある。

「そのあいだに、月は空の旅をおえて、海に沈もうとしていた。空気はずっ

と冷たくなっていた。東の方の地平線かl∠】んでいた」（42～44行目）および

「そして、いっとはなしに白んできた人きな空からは、星が姿を消していった」

（47～48行目）の箇所は、夢想に耽るジャンヌを取り巻く空間のゆったりとし

た変化を描いている。内面の緩やかな様相と外界の等しく緩やかな様相が連続

的に喚起されることによって、この部分におけるストーリーの特続時間の長さ

がそのぷん垂毘的に強調されているわけだ。

ところで、「月は空の旅をおえて、海に沈もうとしていた」「空気はずっと冷

たくなっていた」r東の方の地、下線が白んでいた」「l上lんできた大きな空からは、

星が姿を消していった」の四つの表記は意味内省において反復的であって、い

ずれも夜明けの諸相を去している。

個々の表記がゆったりとした時間の流れを義山しているのたが、その緩やか

な持続時間が4回にわたって表されているのたから、ここでのストーリーの進

展は格別に穏やかである。

まとめて言えは、小説文におけるlゆったりと流れる時間」の効果は二つの

安閑によって創出される。一つは、ナレ一一ン／ヨンの持続時間がストーリーの持
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小説文の「遮る時間」（吉m）

続時間よりも格段に短いことである。いま一つは、時間の流れの緩やかさを表

す言い回しが重畳的になされていることである。

第3部分の後半はこの両方の特質を兼ね備えているわけだから、そこでの時

間の流れは非常にゆったりとしていると言わねばならない。

それでは、「右側の農閲で、一羽の牡馬がときをつくった。と／．側の農園か

ら別の幾羽かがこれに答えた。鶏舎の囲いごしに聞えてくるそのしわがれ声は、

ずっと遠くから聞えてくるかのように思われた」（44～46行目）についてはと

うであろうか。

ここには一つの意味で「時間の選り」の示唆のようなものかある。

第一に、「右側の農園で、一羽の牡馬がときをつくった。と左側の農園から

別の幾羽かがこれに答えた」というナレーンヨンの持続時間は、ストーリーの

持続時間とそれはと異ならない。はたして、この箇所に限って言えは、連続的

に継起する出来事が時系列にHlって叙述されている。

第二に、「聞えてくる」「思われた」という字句からほ、ンヤンヌの感覚がこ

こでは問題になっていることがわかる。つまり、ここの箇所を適して、われわ

れ読者はノヤンヌの感′辻にぴったりと寄り添っている。そういった意味で、シャ

ンヌと、彼女が／Ⅰ▲きる時間をわれわれは分かち合っている。

これらの二つの点から、ここの箇所は、時間の退りをある程度まで感じ取ら

せるものだと言えよう。

けれとも、鳴き交わす難の声は「しわがれ声」である。したがって、意味性

において隠微だと言える。それは「ずっと遠くから聞えてくるかのよう」につ

いても同断であって、いずれにしても、緩やかな時間の流れを唐突に破るもの

ではない。むしろ、時間の流れの綬やかさにいささかの彩りを添えるといった

程度の趣である。

また、その「しわがれ声」は次の段落の「小鳥のさえずり」を対照的に予示

する機能を帯びてらいる。

ともかく、隠微的意味性という姿【月が「ゆったりと流れる時間」にかすかな

彩りを添え、その逆に郎′1ミ的意味性が「送る時間」を強調すると－一般的に言う

ことができるだろう。第1部分およひ第3部分と比へても、時間が選る第2邦

一一22－－



小説文の「遮る時間」（．LJm）

分の意味内谷の艶小性は明∩であったことを想起しよう（，たとえは、「すると、

突然、その人が、自分のすく臼の前にいるような気がした」とか、「突然、は

るかかなたの、屋敷のうしろの迫の卜に、俊のなかを歩く人の足音が聞えた」

なとの表記の、鮮烈賦いしは鮮明なニュアンスが思い起こされる。

次の49～70才rUの第4部分では、一つのIJ壕を巡って、鋸小的な出来事が、

連続的に継起するものとして描き出されている。それらの事象とは、「小島の

さえずりL「人l場のH1硯J「ソヤンヌの歓喜」の一つである。

この第4部分においてこそ、事象が脈勤し、時間は選りいる。第1部分の緩

やかさ、第2耶分の相対的な通り、第3部分のきわまりない緩やかさに引き続

いて、この第4部分では絶対的とまで占ってよいような辺りが表山されている。

升－の事象である「小鳥のさえずり」について、まず見てみよう〔〕

49～52才」［］の当該箇所からは、聴′誼と視覚の巾Ihlでの継起的な漸増が読み取

れる。

聴で王的には「日をさました小鳥のちちという鳴き声1→「おずおずとしたさ

えずり」－ナrそれに加わる人胆さ1→「震えをおびた嬉々とした調子」の順で、

継起的山来車が連続的に叙述されている。そして、全休を適して、表現されて

いる意味再審は漸増的で成る。

それは視能の血でも同様であって、「木の葉の繁み」－ゝ「枝から枝1－＞「木

から木」という順序で、喚起される‘空「封が漸増している。

ここの3行余りの口‾説に対応するストーリーの持続時間は、とれはとであろ

うか。15分程度とでも紺定できよう。ナレーションの持続時間がストーリーの

それよりも格段に短いわけであるが、以lのような継起的出来事の朗示性にお

ける二重の漸増がそのことを相殺して、「特用の辺り」の効果を醸し出してい

る。

それに、「畔問の辺り」なるものは言説のハリエー一二ノヨンのなかで捉えられ

る、あくまでも相対的なものであることはすでに述へたとおりである。はたし

て、黎明の持続峠問と比へれは、「小鳥のさえずり」のそれはかなり瞬間的で

ある。

この間の事情は、1人陽の出現」という二つ口の事象の喚起に関しても、あ

2こう



小説文の「通る時間」（吉田）

る程度まで認められる。

56～60行目での黎明の描写においては、描写対象が静的状態から動的変化へ

と移行している。

まず「ポプラの大きな並木の陰に一部分隠れている真紅の芸の峰か、口をさ

ました大地に、血のような光を投げていた」（56～57行目）では、太陽は、ポ

プラ並木の向こうの雲の、そのまた向こうにいまだ隠れている。これは静的描

写である。

それが、次の段落では、一転して動的描写に変化している。それとともに時

間が選り出るのは言うまでもない。

すなわち、雲から現れ出た太陽が「木々に、平野に、大西洋に、全地平線に

火の矢を浴びせる」わけである。そして、「小鳥のさえずり」の場合と同じよ

うに、ここでも空間的漸増が時間の推移に並行するものとして描かれている。

けだし、ここの開所は、鋸示性の増大が「時間の辺り」を強調してあまりある

事例である。

最後の「シャンヌの歓喜」についてはとうであろうか。

まず、53～55行目には「ノヤンヌは突然、自分が光のなかにあるのを感じた。

そこで、両手に埋めていた額をあげた。と、暁の燦然たる光に目がくらんで、

思わずRを閉じた」とある。

ここでは、数秒間のナレーションがやはり数秒間のストーリーを語っている。

臨場感に溢れており、時間が選り山ている。

あるいは、ナレー【こ／ヨンの持続時間がストーリーのそれを凌駕しているとす

ら見なせるかもしれない。語られている内賽がそれほと束の間のことだからで

ある。そのように見なすならは、ナレーノヨンはもはや単にストーリーを語っ

ているのではなく、スローモーションでノヤンヌのそのときの一連の動作を活

写していることになる。いわば、時間の怒‡寿とでも形答すへき事態が発生して

いる。

それは、多かれ少なかれ、ここのテクストの最終段落「ノヤンヌは幸福感で

なんだか気でもちがったような気特だった　　そこで彼女は心地よく泣きじゃ

くった」についても同断である。
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小説文の「選る時間」（．7日）

最後の】それから、額を両丁に埋めて、Rに涙がいっぱいたまっているのを

感じた。そこで彼女は心地よく泣きじゃくった」を除けば、ここの箇所は一連

のスローモーン′ヨ／たと見なせる。朝日を眼前にしたノヤンヌの歓喜が、連続

する状態や行動という形態のもとに、きわめて克明に描き山されているからで

ある。ここにおいて時間は怒涛のように奔流している。

より詳細lに見てみると、61～63行目の「輝かしい臼然の事物を前にしての往

おい、ばかりの歓喜、無限の感動が、彼女の心を溺らせ、心は茫然と己れを失っ

ていた」における語句の並行的配列は、鮎小作が非常に強い。

すなわち、「才1一おい、はかりの歓喜」と「無限の感臥」が重畳的に、m行し、

「彼女の心を溺らせ」と「心は茫然と己れを失っていた」もまた再見的並行の

様相を呈している。そして、この一文の全体は、先行する一文「ノヤ／ヌは幸

福感でなんだか気でもちかっナこような気指だった」の敷術だと解せるので、こ

れらの二丈のあいだにも垂冊性が認められる。こうして、ここの箇所の郎示的

ニュアンスは苦しく高揚され、その高揚感が、はとんと必然的にノヤンヌの次

の叫びへとっなかっている。

この叫び「これはわたしの太陽だ！わたしの夜明けだ！わたしの生活の

始まりだI　わたしの希望の門出だ†」は、「夫岬J言説たとも受け取れるし、一

種の間接言占法だとも解することができる。いずれにしても、時間の選りは圧倒

的なものがある。それは、表現レヘルの重曹性によって低調され、郎′」津l三の反

復によって増幅されている。

こうした反復は、66～68行口の「彼女は話したかった。この朝の誕住のよう

な神聖な何事かを叫ひたかった。だが彼女は力ない狂熟のなかに、ただ麻痺し

たように立ちすくんでいたlの開所にも等しく認められる。感動のあまりの

「力ない狂熟」が、二つからの文に分けて繰り返し表現されている。

かくして、瞬間的なシャンヌの状態が8才Jにもおよぶナレーン′ヨンによって

喚起されている。すなわち、ナレ一一ン／ヨノの持紺寺間かストー1トの持続時間

に怒涛のように押し寄せている。ここのテクストの終結箇所でンヤノヌが「泣

きじゃくった」のは、こうした時間の奔流に抗LUJれなくなったためにはかな

らないとも言えるだろう。
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小説文の「i韮る時間」（【与u）

3．第8章のテクスト

次に第R苛のテクストを掲げる。

郡屋のなかは人でいっぱいだった。母親は肘掛椅子にとっと腰をお

ろして、喉をっまらせていた。男爵は手をぶるぶる1㌫わせながら、走

りまわり、Hか㍊物を持ってきたり、医者に相談したり、すっかりま

こついていた。シュリヤンは忙しそうな顔つきをして、部屋のなかを

縦横に歩きまわっていたが、気特は冷静だった。それからタンチュ後　5

家が、こういう場合にする蝕っさで、寝台の裾の万に立っていた。H

lHこも幣かされない、繹験を転■lんだ女の顔だった。看護婦、産婆、そ

れに適佼女もつとめるこの如ま、このLttに／i二れ落ちる者を取りあけ、

彼らの産声を開き、彼らの糾い、肉を産湯で洗い、初の卜石に包み、

それからまた、今度は、おなじように落ちついた態度で、あの世に旅10

、十っ省たちの最後の言葉、最後のあえき、亙之後の戦慄に上rを傾け、ま

た、酢で彼らの使い減らされた肉体をぬくい、死衣に包んで、最後の

お化粧をしてやった。山生と死のあらゆる木蓮のできことにたいして、

いささかも動揺することのない無関心さを身につけていた。

炊ア事欠のリュティウィヌとリノノ叔母は、遠慮して、廊下のb封こ身15

を苓セて隠れていた。

柄人は、ときとき、弱いうめき声をもらしていた。

∴時間のあいた、お韓はまだまだ丁聞取ることだろうと皆は思って

いた。ところが、イ女明けころ、突然、陣痛がふたたび猛烈に始まり、

やがて、ものすこいものとなった。 20

シャンヌは、思わず、食いしばった苗のあいだから叫びをもらしな

がらも、たえずロサリのことを考えつつけていた。ロサリはすこしも

苦しまなかった、ほとんとうめきさえしなかった、子供は、私隼児は、

らくらくと苦しみもなく／上れたのに、と。

乱れに乱れたみじめな心のなかで、ノヤンヌはたえず自分たち二人　25

－26－



小説文の「遣る日割用」（吉田）

のあいだを比較していた。そして、神を咽いていた。かつてはあんな

にも正い、と信じていた神を。運命の不時なえこひいきを憤り、l上し

さや吉をお説教する人々の罪深い暁を怒っていた。

ときとして陣痛か、P即〕なかのいっさいの考えが消えうせてしまう

ほとはけしくなることがあ1た。もはや力もなく、生命もなく、苦し　30

みを感ずるたけの矢日比しかなかった。

でも、摘みがしずまる瞬「抑こは、ンユリヤンからりを離すことがで

きなかった。もう　つ別な痛みが、塊の摘みが、あの日のことを、女

中がこのおなじ帽子手の榔もとに、両脚のあいだに】′供をはさんで、い

ま臼分の胎内をこんなにも矧拙こ引裂いている小さな存在の兄弟をは　35

さんで倒れていたIlのことを思い出させて、彼女をくっとしめつけた。

そして、いささかの曇りもない貢己憶で、あの横たわ1た娘の前に立っ

たときの夫の身ぶり、まなざし、．†葉をはっきり思い出した。そして

いま、夫の考えていることがその動作のなかにはっきり空かれている

かのように、それを読みとることができた。あのときとおなじような、40

うるさいといった気付、あの如こたいしていたいたとおなしような無

関心、父となることに上っていらいらさせられる利己的な封刊のおな

じような冷淡さを読みとつた。

たが恐ろいり15（攣か彼女をとらえた。「牝にそうだ、死ぬんだ†」

と患わず胸のなかで言ったはとに残酷なひきっけだった。すると、封　45

おしいはかりの反抗心か、祝いたい気相が胸厚みたした。白分をめちゃ

くちゃにしたこの刀、「1分を殺そうとしているこのまだ兄ぬr供にた

いするはけしい憎悪がむらむらとわきおこった。

この事荷をrl分の胎内からI掛けすてようとする最後の努力で、彼女

は、くっとからだを緊張させた、弓るといきなり、腹のなかが急にか　50

らっばになったような気がした。そしてご・‡桶もしずまったt〕

産婆と医者が彼女の1にかがみこんで、からだをいじく←Jていた。

二人が何かを取りあげた。するとまもなく、かって一度聞いたことの

ある、あの押し殺したような音が、彼女をそっと身震いさせた。それ
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小説文の「送る時間」（吉田）

から、あの苦しけな叫び、猫の鳴き声に似た赤ん坊の弱々しい泣き声　55

が、彼女の魂に、力のつきはてたかわいそうな全身に、くっと刺しこ

んできた。そこで彼女は、無意識の身ぶりで、両腕をのはそうとした。

それは、喜びが彼女のからだを横切ったのだ。それは、咲き出たば

かりの新しい幸福にたいする衝動だった。彼女は、一瞬にして、解放

され、苦痛もしずまり、幸福になった。かって味わったことのないは　60

との幸福だった。心も肉もふたたび元気を取りもとしていた。母になっ

たということを感じたのだ†

子供がとんな顔をしているか見たかった！　あまり早く生れたため

に、髪の毛も爪もまだはえていなかった。でも、この幼虫のような赤

ん坊が動くのを見たとき、口をあけて泣きだすのを見たとき、雛くち　65

やの、しかめ面をした、この年きている月足らずの子にさわってみた

とき、彼女は抵抗しかたい喜びにひたされた。自分は助かったのだ。

あらゆる絶望から守られたのた、ほかのことはもう何もできなくなっ

たはとに愛するものをつかんだのだ、ということを理解した。

このテクストは、三つの主要な部分によって構成されている。「ノヤンヌの

陣痛が始まってからの二時間の様子」（1～17行目）→「夜明けころの猛烈な

陣痛」（18～43行目）一一＞「了一供の誕生と苦痛の鎮静」（44～69行目）の二つであ

る。

以下では、「時間の選り」の観点から、これらの三つの部分を順番に見てい

くことにしよう。

まず、第1郡分は、時間の流れが停止した観を呈している。

17才】にわたるナレーションの持続時間がそこには設定されているが、たとえ

ば、「母親が肘掛椅子にとっと腰をおろして、喉をっまらせていた」（1～2行

目）のは「二時間のあいた」（18行目）続いていた状態であるし、「シ′ユリヤン

が忙しそうな顔つきをして、部屋のなかを縦横に歩きまわっていたが、気特は

冷静だった」（4～5行目）のも、そのl司じ持続時間において続いた状態であ

る。また、ノヤンヌ自身についても、「病人は、ときとき、弱いうめき声をも

らしていた」（17行目）とあるだけである。
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小説文の「選る時間」（吉田）

つまり、第1部分に登場する人物はすへて一定の状態に置かれ、それが二時

間続いたということが述へられているわけた。それそれの人物描写は、相互に

並べ換え可能であり、この限りでは、第1部分は羅列型の文革と何ら変わると

ころはない。

時間の流れは淀んでおり、選りは皆無だと言えよう。

ただ、この時間の淀みは、選りを予期させるものだとも見なせる。登場人物

のだれもが出産を心待ちにして、各人各様の状態に身を捌いているからである。

だから、この淀みは暗に選りをはらんだそれである。

そうしたなかにあって、ダノチュ後家の描写たけは特異である。

5～川JUの「それからタンチュ後家が、こういう場合にする彦貞つきで、侵

台の裾の方に立っていた　　出生と死のあらゆるィ、感のできことにたいして、

いささかも動揺することのない無関心さを身につけていた」に認められるこの

人物の特徴は、多かれ少なかれ動揺している周閑の人物のそれとは、根底から

対暇的である。

そして、このタンチュ後家の描写に仮託して、人間の生タヒが繰り返される悠

久の時の流れが喚起されている。「看護婦、産婆、それに通夜女もつとめるこ

の女は、この世に生れ落ちる者を淑りあけ　酢で彼らの使い減らされた肉体

をぬくい、死衣に包んで、最後のお化粧をしてやった」（7～13行目）という

息の長い一文からは、個々の生を呑み尽くしながら、清々と緩やかに流れる大

河のイメーゾさえも窺えよう。その意味で、後家の描写においては、ナレーンヨ

ンの持続時問をストーリーのそれが遥かに凌駕しており、時間の流れは格別に

ゆったりとしていると言わねばならない。さらには、ここの箇所のストーリー

性は『女の一一一生』全休のそれまでをも持続時間のJ・王で凌いでいる。

日々の人間の営みによって小説文のストーリーが出来上がっているのたが、

その営みのすへてが空虚なものに見えてくるくだりである。けだし、タンチュ

後家が体する普遍性は、その他の人物の刹那性と際立ったコノトラストをなし

ている。

続く第2郡分（18～43才」臼）の山たしにおいては、時間が選り出ており、そ

れは、時間が淀んで停滞したような第1部分と鮮明なコントラストをなしてい
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小説文の「遮る時間」（．引U）

る。すなわち、「＿時間のあいだ、お産はまだまだ手間取ることだろうと皆は

想っていた。ところが、夜明けころ、突然、陣痛がふたたび猛烈に始まり、や

がて、ものすこいものとなった」（18～20行目）のくだりである。

このくだりのなかの「‘突然」という語の特質については、すでに前節で述へ

たとおりである。すなわち、発語の瞬間にストーリーの持続時間がナレーン′ヨ

ンのそれにぴったり重なり合い、もって、この語に導かれる一文のl切迫度」

が高揚される。

けれとも、このような形でストーリー一・＋・ラインの卜に出現した「ソヤ／ヌの

陣痛」ではあるが、結局のところ、第2部分を通して、その様相が三つのパー

トに懲埋されているのだと言える。そして、そのぶん、ここの部分の言己述が便

宜的な性格を帯びてしまっている。

すなわち、「陣痛が中程度」→「陣痛が梅暦」→「陣痛が軽微」の順番で描

写の筆が運ばれている。ナレーターがストーリーをこのように整理しているこ

とは、「ときとして陣痛が」（29行目）と「でも、痛みがしずまる瞬間には」（32

行目）の一つの表記から明l⊥1である。

つまり、第1郡分と比較すると、この第2部分は、時間が選りいている観を

呈しているものの、典型的な時間の選りまでには至っていない。本来の意味で

時間が遮るのを目撃するためには、次の第3郡分を待たねばならない。その意

味では、この第2部分は、時間が淀んでいる第1部分と時間が奔流する第3郡

分とのあいだの過渡的箇所だと言えよう。

それでも、ロサリの場合と自分の場合を比較する際のノヤンヌの思考過程か

らは、かなりの「七り迫度」が感じ取られる。「ロサリはすこしも苦しまなかっ

た、ほとんとうめきさえしなかった、／供は、私生児は、らくらくと苫しみも

なく隼れたのに、と」（22～24行目）の簡所や、「そして、神を呪っていた。か

ってはあんなにもl「しいと信じていた神を。運命の不時なえこひいきを憤り、

正しさや善をお説教する人々の罪深い嘘を怒っていた」（26～28行目）の箇所

は、前節で蚊り卜けた臼由間接話浸、のそれにはとんと匹敵するような切実さを

われわれ読者に感じさせる。

それは、ンヤンヌが心に思ったことが、こうい←）た箇所で赤裸々に述へられ
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小説文の「避る時間」（吉出）

ているからにはかならない。

なるはと、こうしたくたりは、形式の′卓、ではl小机冊㌫．〔法の直接性にはおよ

はない。けれとも、内容に注廿するならば、われわれかン′ヤ／ヌに感情移入を

している以上、その他の話法形態のもとでも、彼女が／巨きている吋間がわれわ

れによって1分に肘石されうることを、これらのくたりは証拠立てていると見

なせる。

剛兼のことは、ンユリヤンを眺めるときのノヤンヌの思考過料こついても言

える。

32行口から好ほる　一段落の全体がそれの喚起に充てられているのだが、とり

わけ「そしていま、夫の考えていることがその動作のなかにはっきり書かれて

いるかのように、それを読みとることができた。あのときとおなしような、う

るさいといった㍉持、あの如こたいしていたいたとおなじような魁傑虻、、父と

なることに上っていらいらさせられる利己的な刀件のおなじJうな冷淡さを読

みとった」（38～43才1日）の箇所は、日出「吊接言．1法とトTJじくらいに、あるいは、

それ以卜に臨士掛軌こ溢れている。

それは、やはり、ノヤンヌの思いが赤裸々に豪されているからである。

また、表現上の重畳件も密接に関係しているのは確実である。一ノノでは「読

みとることができた」「読みとった」の‾二重性、他方では「うるさいといった

気持1「無関心l「利山的な封性のおなじような冷淡さ」の　＿敵性が、相互に組

み合わさって、夫を眺めるときのソヤノヌの憎悪を深々と表出している。

こういうわけで、ストーリーの持続時「用が　＿つのパ【トに整理されている第

2部分ではあるが、それぞれのパートにおいて、われわれ読者は、ノヤンヌが

生きる時間を多かれ少なかれ彼女と共有する。その限りにおいて、畔問の選り

の萌芽、ないしは、嘉川のようなものがこの郡分には認められる。

ストーリーの進展の無さからくる第1部分での時間の停滞、「陣痛」の始ま

りに端を発する第2部分での時l旨」の辺りの素描－。これらを受けて、第3部

分の「分娩のとき」がくるのたが、この第3郡分（44～69行目）を通じては時

間が奔流しているくつ柁々の出来事が御起的に描き出されている。そういうもの

として、第　部分からm3郡分への移れの筒舶ま、文字がトラマチソクに展開
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する様相を呈している。

そればかりではない。

第2部分では「陣痛が中程度」－＞「陣痛が極度」→「陣痛が軽微」の順序で

筆が運ばれてきていた。そして、その他後に、第3部分を導入する「たが恐ろ

しい痙攣が彼女をとらえた」（44行目）という一文が配されている。この種の

反転梢道もまた文章を非常にドラマチソクなものにしている。

さらには、この一文で始まる一段落は、単なる物語りだというよりほ活写に

近い。はたして、5行からのナレーションがここの瞬間の喚起に充てられてい

る。すなわち、ナレ【ンヨンの持続時間とストーリーの持続時間とがはとんと

等しくなっている。

とりわけ、「死にそうだ、死ぬんだ！」（44行目）という向接話法においては、

われわれ読者はシャンヌと持続時間を共有する。前節でも見たように、小説文

では、このような直接話法においてこそ、ナレーションのテノポとストーリー

のテンポとがぴったりと重なり合う。

はたして、第3部分において時間が送り出ているとはいえ、この部分のナレ【

ソヨンの特続時間は2分程度に過さない。それに対して、ストーリーの持続時

間は5分とか10分といった程度だと見なせよう。こうした観点から眺めても、

「死にそうだ、死ぬんだ！」というこの直接話法は、時間の遣りを強く感じ取

らせるものたと言える。

けれとも、すでに述べたように、44～48行目のこの一段落に関して言えは、

全体的にも、ナレーノヨンとストーリーのそれぞれの持続時間のあいだに　一致

が見て成れる。そのぷん、われわれ読者は臨場感を強く抱く。

こうした事態を・Jlき起こす要因としては、曲技話法のほかにも、表現上の重

畳性が挙げられねばならない。「恐ろい、痙攣」（44行口）は、次の文のなかで、

「残酷なひきっけ」（45才fU）と言い換えられている。次いで、「狂おしいはか

りの反抗JLJ（45～46行R）は「呪いたい気持」（46行目）と並行的重丑性をな

している。最後に、「自分をめちゃくちゃにしたこの男」（46～47行目）と「自

分を殺そうとしているこのまだ見ぬ子供」（47行目）とは、ンヤンヌの「憎悪」

の対象として、やはり、、瞳行的重冊の関係にある。
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こうした二重の毒見性は、一方では、ナレー∵ノヨンの持続時間を長くし、他

〟では、言い回しの卜での強調机を増帰させるものである｛〕換百すれば、この

ようなくだりでは、多人な臨場感が憾LEJlされるとともに、読書による登場人

物への感情移入が深甚ならのとなる。

次の段落も時間の通りを少しく感じさせるくだりであるが、もはや活写的な

選りは表出されていない。むしろ、時系列にrイトった出来やの継起という自然な

流れが描かれている。

もっとも、「するといきなり」（50才jH）という言い回しは注意を要する。す

でに見た「実然」におけるとロ】様に、この占い何しにおいてもまた、ナレーノヨ

／の持続時間とストーリーの持続時間とがくっと揉近し合う。出来事の淡々と

した継起に　一定の緊張感がもたらされる効果があると言えよう。

ところで、この第3部分での記述の総体は、終始ソヤンヌの立場から見た事

象についてのそれである。しかし、「荏婆と医吊が彼女の卜にかがみこんで、

からだをいじくっていた。‾二人が何かを取りあけた」（52～53才1日）の箇所だ

けは、例外であるHJ能性がある。なぜなら、この箇所は、甲なる客観的な記述

なのか、それとも、やはりあくまでもノヤンヌの視一覧に寄り添ってなされてい

る記述なのか、この一l工が判然としないからである〔－

おそらく、この箇所は、治り丁一にとって、ストーリーを紡いでいくための便

宜的なくたりなのだろう。だから、／ヤンヌ、および、彼女に心理的IuJ調をjJr

ているわれわれ読者にとって切実な記述法が採られていないのだろう。

もっとも、i取りあげられた何か」（53才JL］）をめくって、止jJ的ないしは重

畳的な表記に満ちた、したがって、奔流を思わせる時間が経過するこれ以降の

言説が展開される。

とくに、「それは、喜びが彼女のからだを横切ったのだ」で始まる　段落と、

それに引き続く「f∴供がとんな顔をしているか比たかった！」で析まる一段落

は、ナレーンヨンの持続時間がストーリ1の持続時間を凌ぐ観を早している。

たとえは、「それは、喜びが彼女のからだを横UJったのた。それは、咲き山

たはかりの新しい幸福にたいする衝動だった。彼如ま、一瞬にして、解放され、

苫楠もしずまり、幸福になった。かつて味わったことのないはとの幸福たった。
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心も肉もふたたび元気を取りもどしていた。母になったということを感じたの

だ！」（58～62行目）のくだりは、直前の「そこで彼女は、無意識の身ぶりで、

両腕をのばそうとした」の敷桁にはかならない。したがって、明らかにナレー

ン′ヨンがストーリーを持続時間において凌駕している。

このくだりから任意の一、二文を削除しても文意の流れに支障を来すことは

ないたろう。しかし、そうしたなら、ナレーン′ヨンの怒涛のような勢いがその

ぶん殺かれてしまうはずだ。語り手は、ジャンヌが母性にR覚める瞬間を、表

現卜の際立った重畳性を駆使して、印象深く記述しているわけである。

さらに、この第3部分の地の文には、感嘆符のついた短文が連続して出てく

る箇所がある。「土封こなったということを感じたのだ！／子供がとんな顔をし

ているか見たかった！」（61～63行目）のそれである。

地の文におけるこのような感嘆符の使用は、語り手白身が登場人物にたいし

て感情移入を打っていることを表すものであろう。あるいは、感情移入を行っ

ている素振りを見せているのかもしれない。

いずれにしても、こういった表記は直接話法のそれと酷似している。「母に

なったということを感じたのだI」は、「母になったのだ！」とほほ等価であ

るし、「子供がとんな顔をしているか見たかった！」も、「了供がとんな顔をし

ているか見たい！」と難なく言い換えられよう。

Illt接話山こ類する表記のこのような連続においても、時間の奔流ないしは怒

涛が感じ取られるのは、論を伐たない。

第8‾串のテクストに関する以上の分析からも窺えるように、ナレ一一二／ヨンの

テンポは起伏に富んでいる。われわれ読者は、それによって醸成される時間の

流れの緩急に心を委ねて、さまざまな情動を味わっていく。

4．おわUに

小説文の一般的原則の一つとして、ナレーションの持続時間がストーリーの

持続時間より短いことが挙げられる。

モーパッサンの『女の一1二』は、二十数年にわたるシャ／ヌの半生を描いて
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いるが、ナレー∴ノヨンに要する時間、すなわち、われわれ読苦がこの小説を読

むのに曹やす時間は、十数時間にすきない。この不均衡は、『女の一年』の各

章や各ペー／についても、おおむね認められる現象である。

それだけに、ナレーンヨンが減速して時間が送り出たり、ナレーノヨンの速

度の緩急によって種々のハリエーンヨンが醸成されるのを目の当たりにするこ

とは、文体学的に興味深いことである。なぜなら、それによって、文章の切迫

感や臨場感、あるいは、ドラマチソク性が生み山されるからである。あるいは、

逆に、平穏感や沈静感が年み山されるからである。

その際にさまざまな形式が可能であることは、われわれが小論を通じて観察

してきたとおりである。ナレーショノの持続時間が相対的ないしは段階的に良

くなったり短くなったりする場合もあれば、活巧や血接話法に代表されるよう

に、それがストーリーの持続時間にぴったりと重なり合う場合もある。後者の

場合は、ナレーノヨンの持続時間が絶対的に長くなるのたとも言えよう。さら

には、ナレーションの持続時間がストーリーのそれを凌関するような箇所では、

怒涛のような時間の奔流といった趣が醸し山される。

こうした魅力的なハリエーションは小説文ならではのものである。

日常的な報道文や解説文、さらには、l口】じ文学という範疇に属するとされる

戯曲や詩文においてすら、生み出すのか小口J能な魅力である。

ところで、小説のストーリー展開を追うだけならは、その粗筋を読むたけで

も、あるいは事足りるかもしれない。けれとも、小説を読む醍醐味は、文体を

いわば肌で味わい蚊ることにこそあるはずだ。そして、ナレ一一シ／ヨンの速度の

緩急というファクターは、まさしく文体を大本から支えるいしずえの一つだと

考えられる。
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